










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































自然 自然科学 （自然）科学技術 機械
社会 社会科学 社会（科学）技術 制度
人文 人文科学 人文（科学）技術 ライフスタイル
㌔貫術と左以工物観仁よっτ齢化さカた知識てrある
HY 5
人工物観
ノ（々仁とつτのノ（ユ：物の意身ぽ．時〆eと共仁変遷ナる
古代　　権力者のための象徴（城、宮殿、神殿等）
　　　　　万里の長城、ピラミッド、
中世　　人々のための生存手段（道具、機械等）
　　　　　武器、消毒、農耕器具、工作機械
近代 科学的知識の表象（力学、物理学、化学に基づく装置）
　　正確な時計、新合金、力織機…・
　　　　　　　→人々のあらゆる欲望に応える機械（20世紀）
現在　　持続性社会実現の手段
HY 6
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人工物観の歴史的回帰（Atavism）
握 鯉の表象
逼去の鴉夢なる着の
@　との殼い　　豊かさの追求
揚κの邪悪なる己の
@　との磁い
開発型
λ叢鍵鑓
（
野
聾
　
　
承
人工物観
P8～20
@弓
⑳
　
　
　
　
　
＝
生
存
型
　
　
　
　
〆
　
　
2
1
作られたもの・
?黷驍烽ﾌ
‘作られたもの・　　　　作られたもの・
P作れるもの　　　　　作れるもの
1篇㌫の’
＆ぶ彩
シ簿＼　　作りたいもの 已＼＼酬蛎＼
＼，　　　　　！　　作りたいもの l　A＼
　　．
@　…
＼、　、　」　　　　　　　　　　　　　／
@＼
　　…　作りたいもの
H：
D．・…古…・・…㌔
ﾕ　　　　　　　　t◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆’㌔・．．．．＿“一〆
人間生来の能力 世代を通じて蓄積された知識群 未来の工学
現在の工学
HY 7
知識：持続性科学と持続性工学
持続性工学は、地球の持続性を実現しようとする人々にとって有用な行動規範を
提供するものである。持続性とは自然科学、社会科学、人文科学を含む広範な分
野の概念で定義されなければならないものであり、それを定義するために必要な
知識が充分得られているとは言いがたい。従って、持続性工学とは、既存の科学
の応用でもなく、また既存の工学の混合体でもない。
それは従来の科学領域には存在しない新しい知識に基礎を置く工学領域である。
従って、その領域を作るためには、新しい科学的知識や方法を必要とするだけで
なく、新しい科学領域を開拓することが必要になる可能性もある。この知識を持続
性科学と呼んでよいであろう。
ここでは、科学に要請される変化を概観しながら、持続性工学を作り上げるための
基本的な方法について考察する。
HY 8
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過去の邪悪なるもの（生存型人工物観）
HY
　
魅
水
震
嵐
皐
洪
地
疫病（病原菌）
害虫
猛獣
海賊
強盗
専制
邪悪な欲望
貧困（食料、衣服、住居の不足）
これらは可撹的な顔で観り
入類社会の外部から攻撃を
かけてくX｝もptである．
9
　　　　技術と学問領域の創出
視点の限定は、邪悪なるものとの戦いに導かれて行われ、技術を
生み出したが、それは近代に成立する学問領域のもととなった。
eWL　iの栢手ζ未劒
　嵐
　地震
　病原菌
　邪悪なる欲望
　専制
　貧困
自然・社会の不思議★
対抗技荷／鋤Wzた醐鮮
防風技術／気象学
耐震構造／構造力学
予防・消毒／微生物学
裁判制度／法律学
弁論／論理学
生産技術／工学
実験的分析　／科学
邪悪とは限らないが人を悩ませるものであった
HY 10
東洋大学「エコ・フィロソフィ」研究　Vol、2　別冊　シンポジウム・講演会・セミナー　編 63
eWc　1の祖手
学問領域の自立と応用の拡大
風
地震
病原菌
邪悪なる欲望
専制
貧困
領域が自立して応用が拡大する
ガ抗技荷／酬鑓均P
防風技術／気象学
耐震構造／構造力学
予防・消毒／微生物学
裁判制度／法律学
弁論／論理学
生産技術／工学
菰ズcだ戴艀
気象予灘
磯鰻
製薬
振興法
計算機
自動車
Particularization　of　Views　for　Abstraction（＝discipline）
　　　　　　　傷塚の払象化仁方／ナる鯨の寿化r学蹄嘉塚の砿窟ノ
Real　world　to　be
understood
　　Use　of　Newton’s　programme
　　for註ti㈱s　i雛頒1鱒戯鯵触
　　　　　行動のための嫡仁＝ユーAンの方法蒼鮪
　　（1）Appropriation　of　Newton’s　method
　　（2）Producing　many　disciplines
　　（3）Use　of　individual　disciplines　for
　　　　　　醐励　　　　　　　　A＃tors
　　　　　　　　　　　　　　　　　励言
　　　　　　　　　　　　　　　　　Engii’）eers
　　　　　　　　　　　　　　　　　Medical
　　　　　　　　　　　　　　　　　doctors
Real　world　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EcOnomぷs
to　be　utilixed
　　　　　　　　　　　　　　　　　Po治c麟罵
　　　　　　　　　　　　　　　　　Lawverg．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12
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Deterioration　of　Environment　by　lnconsistent　Artefacts
　　　　　　　　　　　不認劾なンく工M／＝，よる環境劣佑
Mechanical　engineerin9　　　『一一→　　Motorcar
　　　扉扉工ξ営
Electrical　engineer旧g　　　　　－一一一◆　　Telephone
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Are　t／｝ey
　　　　顧寅工学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　consis瞼抽？
Archltectural　en9inee「in9　　　一一一一＋　　House　　　　　　　〈£reenlive　bば
　　　　産薬二Σ学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　noζ）e裁u曇麟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c謬Sis〈紺Cy）
Civil　engineering　　　　　　－一一→　　Dam
　　　　±木x学　　　　　　　　　　　　　　　　　　渠たLτ認物助か？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雌的て徹あるが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美汐ウーJ「rCbtな‘リ
An　Optimat　deSign　baSed　On’imited　knOW／edge　Within　an　engineering
（fiscipline／s　not　aんvays　an　oρt”ηa’design’n　rea／society．
　　　　　この不調和は、我々の持つ知識の構造の反映である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13HY
Proliferation　of　Disciplines　and　Divisions　of　Labour
　　　　　屍癖Lた鍋餌塚／＝教淳騨幼と在会助分藁との此例微壇勿
Real
world
Nature
including
humans
Engineering　　→　　Engisieers
science　　　　　　　　　　技「荷者・
Political
science
Po寵cほns
政着」貢
→　Lawyers
　　法律家
Mechanical　engineers
EleCtriCal　engineerS
Chemical　engineers
Material　engifieers
Doctor　of　internal
「nedicine
Surgeon
Psychiatrist
Wors斜i鰺ぴζぽし籔i
組vir（灘治鱗治y義usysr）
口捻i〔）r）s
メ」旬活動仁よる増球斑境の劣fb
k』（．｝c菌凶ヨOr’毛〈：＞ss
忍㌣〕○山烈x）i㌻はiぐ）riダ
ぷ、oie　hし沿〕撚〔
ノ〈肩の全・体荏を勘た●励Z治療
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HY
　　　　　　　　領域知識の発生
　　中雄仁方ケる知識創笛の動麓ぱ邪悪なる物との鐵いて「あった
　　　　　　　　　　　　　＿．一’一一一一　　一◆
　　　癖なるもの　　／／
恥L　　　　　／
　　　　θ吻鋼
　　　　　人類　　　　　　　　　　近代の領域科学／工学へ
15
知識の利用は壁の外の人々にゆだねられた
　　　　　　　（開発型人工物観）
　　　　科学論文による知識の一方的伝達
＝領域別に分かれた科学者　　　　働）壁
　　　　　　　　簿騨繊鎌盤ξの慶鐙戴謬の耀戊
65
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現代の邪悪なるもの（持続型人工物観）
人ロ爆発と飢餓、
貧富の格差、
巨大都市の中の貧困、
地球環境の悪化、
人工システムの事故の巨大化
新種の感染症（HIV、鳥インフルエンザ、　BSE）
民族間紛争、
テロリズム、
都会の中の孤独、
電子犯罪
持続可能な開発の矛盾
今、現代の邪悪なるものが出現しつつある．
そしてそれらは邊去の邪悪なるものと異質である。
そこには可視的な外敵がいない。
しかし恐らく敵は人の意図や行動の中にあり、
それが人々が気づかぬうちに攻撃をかけて
くるのだ。これは可視剖な外敵よりも戦うのが
難しい。
HY 18
東洋大学1エコ・フィロソフィ」研究Vol．2　別冊　シンポジウム・講演会・セミナー　編 67
開発性科学と持続性科学
15c（～20c） 21c
時代の呼称 大航海時代 環境時代
時代の精神 未知の探求 既知の保存
研究対象 不変な存在 長期的な変化過程
視点 より遠く、より微視的に 変化の規則
手段 望遠鏡、顕微鏡
i空間的局所観測）
総合観測（時空大局観測、スーパー
@コンピュータによるシミュレーション）
知識体系 領域化された知
i世界を理解する科学）
総合的知識
i総合的理解のための知臓、
m識を使用する知識）
行動 自然の局所的人工化（＝開発） 自然と人工の総合的構成（＝持続）
HY 19
伝統的知識
科学的知識
伝統的知識から科学的知識へ
（事実＋使用＝意味）知識申■経験的方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一体験、分類一
科学的方法
一領域、法則、論理一
　　　　　　　、
事実知識
現実的対象の理解を目的とし
多数の相互に独立な
領域化された整合的体系
として記述される領域知識
使用知識
現実的意嫁や価値の創出を馨的とし
相互に独立な領域知識を
正しく選出し統合するための
操作知識
　　　　　　　　　　　　　　20
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伝統的知識
已然揮学
自然科学と社会科学
（事実＋使用＝意味）知識4■経験的方法
科学的方法
（領域、法則、論理）
　　　　　　、
事実知識
　　　　　（体験、分類）
？濠計学菌方濠）
養稽知識
現…実的慧嫁や価億の頴と縫目き勺1
とし相亙に独立な領域知識を
正しく選出し統合するための
　擦作知識
　　　　　　　　　　設計抑学
在会揮学→遜饅蒙ぶ学…癒憾
伝編コf着繊
禅学助知識
分割の結果生まれた“科学”
一つの知識は、対象についての存在、使用、意味の関係付けられた組、
すなわち三つ組みであった
一つの知識は、対象についての存在、使用、意味、の関係を拒否し、
それぞれ独立の単位として定められる。そして
存在の科学が自然科学、
使用の科学が設計科学、
意味の科学が社会科学
としてそれぞれ自立した
従って今、我々は独立単位の科学を持つが、“三つ組みの科学”を持っていない。
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抽象世界での知識統合
現実世界での統合知識
（伝統的土着知識）
勲練者仁。ξる侮λ磁統合
抽象世界での分離知識
　　（科学）
異分野或戸ヲ家の協力
抽象世界での統合知識
　　（統合科学）
事実＋使用＝意味
設計科攣
統合科学
横幹型科学
69
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END
HY 25
